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　新年明けましておめでとうございます。新春を迎

えるに当たり、謹んでご挨拶を申し上げます。

　また、北海道医師会の皆様には日頃から、道政各

般にわたり、深いご理解と温かいご支援を賜り、心

から感謝を申し上げます。

　昨年を振り返りますと、新型コロナウイルス感染

症の流行が続く中、ウクライナ情勢に端を発した国

際情勢の変化に伴うエネルギーや原材料等の価格高

騰や円安基調などにより、道民の皆様の生活や事業

者の方々の経営環境に大きな影響が及びました。ま

た、記録的な大雪による交通障害や高病原性鳥イン

フルエンザが発生したほか、知床沖で発生した観光

船遭難事故は多くの尊い命が失われる大変痛ましい

ものとなりました。

　道民の皆様の安全・安心を守る重要性を改めて認

識した１年となりましたが、本年においても、感染

症をはじめとする様々なリスクへの対応に万全を期

してまいります。また、物価高騰等への対応など足

下の影響を緩和しながら、将来の成長につながる取

組を後押しし、道民の皆様の暮らしの安心と本道経

済の活性化を図ってまいります。

　新しい年においては、脱炭素化やデジタル化とい

った社会変革の動きの本格化や、世界的な食料需給

を巡るリスクの顕在化を踏まえ、「エネルギー」「デ

ジタル」「食料」の３つの分野への対応がより大切

となります。

　世界的に関心が高まっている脱炭素化に向けて

は、本道の強みである豊富な再生可能エネルギーを

最大限活用することが重要です。その上で、暮らし

や生産性の向上、地域の活性化といった、次なる成

長とその好循環につながるよう、「ゼロカーボン北

海道」の実現に向けて、全庁一丸となって取り組ん

でまいります。また、ICTやAI、ロボットなどの未

来技術を活用した社会の実現に向けて、ドローンの

実証を進めるなど、地域課題の解決に向け医療の世

界と密接な繋がりのあるデジタル化の取組を加速し

ます。こうした取組を支える本道と本州を結ぶ送電

と通信の２つの海底ケーブルの整備や、洋上風力な

ど再生可能エネルギーの供給拡大に取り組み、「北

海道データセンターパーク」の実現につなげてまい

ります。食料安全保障の重要性の高まりに対しては、

我が国最大の食料供給地域である北海道としての役

割をより一層発揮できるよう、生産力と競争力の強

化を積極的に進めてまいります。

　また、保健・医療・福祉の充実に向けては、「子

どもの成長を支える環境づくりと少子化対策の推

進」「暮らしを守る地域医療の確保と健康づくりの

推進」「誰もが暮らしやすい社会の構築」「医療・福

祉サービスを担う人材の確保」という４つの重点施

策の柱に加え、「新型コロナウイルス感染症対策」

では、引き続き、地域の実情に即した適切な医療・

療養体制の確保・充実、ワクチン接種の円滑な推進

などを図り、感染症の発生予防及びまん延防止対策

を着実に進めてまいります。

　本年は、国内外から大きな注目が集まるＧ７気候・

エネルギー・環境大臣会合やアドベンチャートラベ

ル・ワールドサミット2023、全国豊かな海づくり大

会が開催されるほか、北海道ボールパークＦビレッ

ジも開業します。こうした好機を確実に捉え、本道

の魅力や強みを国内外に向けて発信していくことが

重要となります。今もなお、新型コロナウイルス感

染症の収束のみえない状況が続いておりますが、道

民の皆様とともに、直面する様々な困難を乗り越え、

北海道の価値を一層磨き上げながら、道民の皆様の

生命と健康、暮らしを守るため、感染症危機管理対

策に万全を期すとともに、活力あふれる北海道の実

現に向けて、全力で取り組んでまいります。

　本年が、北海道医師会の皆様にとりまして、希望

に満ちた素晴らしい年となりますよう心からお祈り

申し上げ、新年のご挨拶といたします。
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